


現在までの広報の状況（9月13日現在）

■水辺写真とエピソードの募集・エリアワークショップへの参加募集について

① 8月15日の広報ひのにて掲載

② 8月下旬の日野ケーブルテレビで呼びかけ放映

③ 各公共施設への配架

④ 募集チラシを239自治会（4609枚）へ配布

■市のホームページ内に特設ページ立ち上げ予定

① 水辺写真・エピソード

② エリアワークショップやワークグループの
様子をまとめた「水辺50選新聞」（仮称）

③ 経過状況・関連資料等



現在までの水辺写真とエピソードの収集状況（9月13日現在）

・1人から9件（各エリアの写真）の提供

・1人から19件（水辺の水彩画）の提供

・1人から4件（多摩川の写真）の提供

・1人から電話にて協力の申し出（写真等がまとまり次第提供）

・1人から13件（浅川・多摩川洪水時の写真）の提供

・1人から31件（浅川・多摩川沿い中心の写真）の提供



成就院の方から多摩川沿いにバイクで走っていたら、田んぼはまもなく刈り入れを
迎える寸前でした。黄金色のたんぼが広がり、そして向うには林に囲まれた農家も
見えました。用水も流れていてまだ残る穀倉地帯・日野市の風景でした。

（２００９年９月１６日）



見た目にも涼しそうな浅川の流れを平山橋下流の堰（せき）で見ることができまし
た。８月初めの真夏の風景ですが、水量も多く、整然とした流れが涼感を与えてく
れていました。堰の上流は水もゆるやかに流れ、子供たちや家族連れの絶好の水遊
び場になっていました。 （２０１１年８月１０日）



日野第二保育園裏の用水路。川幅いっぱいに水門がかけられている。水量は豊かで
彼方の陽ざしに輝きながら流れている。 （２００８年１０月２８日）



川辺堀之内付近の用水路。岸辺にコスモスがゆれていた。土壁の色合いが水辺に映
えている。 （２００８年１０月１日）



日野橋 日没後 （２０１２年１２月１０日）



立日橋 初富士 （２０１３年１月１日）



多摩川洪水時写真



浅川洪水時写真




